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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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〝植物〟のおもちゃが並ぶ館内。小さなバイカオウレンの

花は、取り外し可能でひっくり返すとコマに変身

（佐川おもちゃ美術館・高知）

【写真と図は全てＮＰＯ法人芸術と遊び創造協会提供】

ただちひろ 1961年、東京生ま

れ。ＮＰＯ法人芸術と遊び創造

協会理事長、東京おもちゃ美術

館館長。乳幼児から高齢者まで

の遊び・芸術によるアクティビ

ティケア及び世代間交流の実践

・研究にとりくむ。著書に「遊

びが育てる世代間交流 子ども

とお年寄りをつなぐ」（黎明書

房）など。

大理石にも例えられるほ

ど、木目の色合いが強く

美しい「リュウキュウマ

ツ」を使ったヤンバルク

イナのたまごプールで遊

ぶ。伝統的な草編み玩具

のワークショップも開催

されている（やんばる

森のおもちゃ美術館・沖

縄）
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